
調査結果の概要



１ 酪農経営（全国）の１経営体当たり農業粗収益は4,172万円で、前年に比べて0.8％減少し、

農業経営費は3,452万円で、0.5％増加した。この結果、農業所得は720万円となり、6.3％減少した。

２ 肉用牛経営（全国）の１経営体当たり農業粗収益は繁殖牛経営が666万円、肥育牛経営が4,345

万円で、前年に比べて8.1％増加、5.9％増加し、農業経営費は繁殖牛経営が539万円、肥育牛経営が

3,954万円で、それぞれ3.9％、0.2％増加した。この結果、農業所得は繁殖牛経営が127万円、肥育

牛経営が391万円となり、それぞれ30.7％、144.3％増加した。

３ 養豚経営（全国）の１経営体当たり農業粗収益は5,473万円で、前年に比べて4.9％増加し、農業

経営費は4,815万円で、0.2％減少した。この結果、農業所得は658万円となり、66.1％増加した。

４ 採卵養鶏経営（全国）の１経営体当たり農業粗収益は4,235万円で、前年に比べて1.6％増

加し、農業経営費は3,835万円で、0.5％増加した。この結果、農業所得は401万円となり、14.6％

増加した。

５ ブロイラー養鶏経営（全国）の１経営体当たり農業粗収益は9,585万円で、前年に比べて2.1％

増加し、農業経営費は9,022万円で、2.1％増加した。この結果、農業所得は563万円となり、2.5

％増加した。

注：１ 平成22年の集計経営体数は酪農353経営体、繁殖牛111経営体、肥育牛100経営体、養豚95経営体、採卵養鶏25

経営体、ブロイラー養鶏25経営体である。

２ 飼養頭羽数は酪農は搾乳牛、繁殖牛は繁殖雌牛、肥育牛は肥育牛、養豚は肥育豚、採卵養鶏は採卵鶏の月平

均飼養頭羽数である。また、ブロイラー養鶏は把握していない。

３ 販売数量は酪農は生乳生産量、肉用牛は肥育牛販売頭数、養豚は肉豚販売頭数、採卵養鶏は鶏卵生産量、ブ

ロイラー養鶏はブロイラー販売羽数である。
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